
議事　①

事業の成果

“い　つ　ま　で　も　き　ら　り　び　と”

1 地域福祉サービス提供事業

① 助け合い事業・移送サービス事業(福祉有償運送）

② 認知症予防活動　（ふれあい共想法）

③ ふれあい活動

④ 評議員の活動

⑤ 「きらりびとみやしろ園上さん家」
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平成３０年度事業報告

　助け合い活動は　２，４３７件、延べ　２，９４９時間のサービス提供となりました。　活動
内容別件数の前年度比では、　家事援助が　８０．４％、介助・介護・育児支援が　１１
４．０％、となりました。公的制度によるサービスの隙間を埋める「助け合い活動」の重
要性は高く、本法人の中核的活動と捉えて、町民の皆様に周知されるよう活動を進め
ています。
　移送サービス（福祉有償運送）の利用者は介護保険認定者及び障がい者等に限定
されたサービスで、平成１８年自家用旅客運送登録。利用目的は、通院、買い物、社
会参加活動等、多様であり利用は定着しています。延べ４，０２１件、２６，１１０ｋｍの利
用となり、件数で前年度比１０７．１％となっています。　運転協力者の年齢制限が７５
歳となってるため本年３名の協力者が卒業しました。運転協力者の補充が必要となっ
ています。

　住み易い地域を作るため「住民相互の交流を実現し、引きこもりを防止」する場を提
供しようとする活動です。２００７年に「きらり姫宮」にふれあいサロンを開設し地域への
開放を行ってきましたが、２０１２年度から町内展開へと拡大し、道仏集会所・須賀集会
所・百間集会所及び姫宮集会所を会場に、理事が中心となって周辺の会員による協
力で月１回の開催を実現。会員ばかりではなく地域の皆さんにも参加を呼びかけ、交
流と引きこもりの防止に寄与しています。２０１７年、須賀集会所健康体操サロン開催を
月２回に増やしましたが、２０１８年は姫宮集会所ヨガサロンが指導者の逝去で閉鎖と
なりました。

　元理事の園上さんから寄贈された宮東の家屋は、「きらり園上さん家」としてサロン活
動が始まりました。ここの特色は、会員同士の交流と研さんの場として「歌声サロン」「健
康マージャン」「そば道場」が動き出しました。

　　平成３０年度の正会員数は　447 人、特別賛助会員数は　89 人、賛助会員数は 102
人でした。以下の方針に基づき事業を実施しました。

［平成３０年度　事　業　実　施　の　方　針］

　市民が安心して過ごせる地域社会を実現するために、利用する側の視点に立った総合
的な地域福祉サービス活動を行い、もって住民の福祉及び保健の増進に寄与し、地域づ
くり、人づくりに努める。

　ふれあい共想法は、２０１０年ＮＰＯ法人ほのぼの研究所と協定し進めてきましたが、
開発者の大武美保子氏が、理化学研究所の認知行動支援技術チームのチームリー
ダーに着任されたことから、２０１８年　１月理化学研究所と共同研究契約を結びまし
た。きらり姫宮において３チームで共想法を展開し、認知症予防とふれあい社会づくり
を目指しました。

　きらりびと通信の発行月に評議員会を開催し、会員の意見や要望を基にした協議を
行い、会の運営に反映しました。



2 意識啓発事業　（研修事業）

① 一般公開企画

② バザーの実施

③ 広報活動

⑴

⑵

⑶　

3 受託事業

①  福祉交流センター「陽だまりサロン」の運営

② 日本工業大学派遣事業

③  ファミリーサポートセンターの運営
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　「陽だまりサロン」の指定管理者として、１８年間の実績を元に事業の充実を図りまし
た。

　本年度利用者は９，０６２人で、前年度８，５８６人に対し、利用率　１０５．５％になりま
した。

　「町民まつり」に参加、「きらり姫宮そばまつり」を実施。、活動の意義を広めると共に
資金の確保に努めました。売り上げは町民まつり１２５，７６０円、そばまつり２７，６１０円
は、ＮＰＯ活動の原資と致しました。

非営利組織が切磋琢磨するための「エクセレントNPO大賞」に応募し、全国15のノ
ミネート団体に入選。千代田区の毎日ホールで行われた表彰式に参加し、活動の
情報発信に努めました。

　「きらりびと通信」は年３回発行し、会員及び関係団体等へ配布しました。読みや
すい紙面、わかりやすい表現を工夫し、複雑な介護保険制度の見直しや介護の
話題、本法人の各種活動など多様な情報発信を図ってきました。

「新しいふれあい社会づくり懇談会」

　２０１９年２月開催の地区懇談会は、きらりびとみやしろの目標「新しいふれあい社会
づくり」懇談会とし、宮代町及び社会福祉協議会との共同開催となりました。６０人ほど
の参加者により、きらりびとみやしろの「助け合い」「移送サービス」「ファミリーサポート
センター」について話し合いをしていただきました。数名の方が活動への参加を申し出
られました。

　宮代町からの委託により７月１日から開始しました。、育児の援助を受けたい者（利用
会員）と育児の援助を行いたい者（提供会員）からなる会員制の組織として、宮代町
ファミリーサポートセンターの運営を行いました。　町民からの要望は大きく、３月末に
は利用会員32名・提供会員４０名が入会しており、189回のサービスが行われました。

　２０１８年度は、大人のぬり絵に参加者が増加、健康体操からぬり絵に流れがありまし
た。健康やボランテイアへの関心から幸手市の日本保健医療大学や日本工業大学大
学生の参加もありました。特に日本工業大学からは一か月半に亘りボランテイア体験
実習を受け入れました。

　この年の大きな視察は、千葉県四街道市から４０人ほどが笠原小学校に来訪、子供
たちと高齢者さらに障がい者との交流に驚きの声がありました。

　「ホームページ」理事長のつぶやきコーナーは、きらり姫宮その他の日常の出来
事をお知らせしています。

　　日本工業大学建築学部生活環境デザイン学科”自立介護を支援するための環境
について学ぶ授業”として、2011年から介護実技指導を実施。学生20～30名に対しグ
ループホームの職員2名を派遣。さらに、施設体験実習の実技受講生とケア空間体験
実習生を、きらり姫宮に受け入れました。。



4 介護保険法等による事業

① 居宅介護支援事業 延べ５２４件(前年度５６４件)

② 訪問介護事業 延べ４１９件(前年度４０1件）

③ 通所介護事業 延べ２，０６３名(前年度１，８６９名)

④ 認知症対応型共同生活介護事業 延べ２１８名(前年度２１５名）

5 子育て支援事業

②　宮代町障がい児（者）生活サポート事業

6 女性のためのグループリビング　（共生型すまいに関する事業）

7 お泊りデイ（宿泊サービス）事業

8 その他の事業
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　　NPO法人数が増加するなかで、目指すべき非営利組織像が見えなくなり何が正しいの
か分からなくなっています。非営利組織が正しさを目指して切磋琢磨する環境をつくろうと
「エクセレントNPO大賞」が作られました。毎年１５団体がノミネートされ、うち１団体が大賞
（賞金８０万円）に選ばれます。大賞は逃しましたが　１月１７日東京「毎日ホール」で開催さ
れた授賞式に参加しました。

　 独居女性が安心して生活できる住まいとして開設しましたが、５月で閉鎖いたしました。

 　宮代町で初めての「お泊りデイサービス」を９月から開始しました。「デイサービス喜楽
里」の利用者で宿泊希望の方に、介護保険外のサービスとなりますが、一泊夕食・朝食付
き３，０００円で利用できます。きらり姫宮の職員が一緒に過ごしますので安心です。　　９
月から延べ２６泊の利用がありました。

　高齢者や障がい者および家族をより豊かに支えたいとの想いを大切にし、ＮＰＯならで
はのきめ細かいサービス提供に努めましたが、介護保険報酬の減額改定が響き経営が厳
しくなっています。

　本年度の実施は　47件、保育を利用した方は延べ89名でした。宮代町役場・社協・
新しい村・図書館と利用契約を結び実施しています。

「エクセレントNPO大賞」の全国１５団体にノミネート

①　町一時保育事業

　子育て支援事業として、1歳から小学生までの一時保育事業「キッズルームきらり」は、登
録者257名、年間利用者は延べ 21名となっています。

　休日や時間外、障がい児の受入れなど公的サービスではまかなえないニーズにきめ細
かく対応し、大変喜ばれています。

　在宅の心身障がい児（者）の地域生活を支援するため、一時預かり事業を宮代町に
登録し、生活サポート事業を実施しました。平成３０年度の利用はありませんでした。


